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村内の各地区で夏まつりが行われ、６基
の大人みこしが地区内を渡御しました。ど
の地区のみこしも道路を威勢よく練り歩
き、沿道の人たちに夏の到来を告げていま
した。

森
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入
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森
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22222222222222222



まつりと言えばやっぱり

貝
野
瀬

▲

森
下

▲

糸
井

▲33333333333333333



平
成
18
年
度
昭
和
村
青
少
年
健
全
育
成
大
会

が
７
月
18
日
、
村
公
民
館
多
目
的
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

出
席
し
た
の
は
、
村
青
少
年
育
成
補
導
推
進

員
や
子
ど
も
会
育
成
会
の
関
係
者
な
ど
、
お
よ

そ
100
人
。

開
会
行
事
の
後
、
県
庁
食
品
安
全
課
食
育
推

進
グ
ル
ー
プ
の
松
本
佳
祝
さ
ん
が
、
ぐ
ん
ま
型

の
食
育
推
進
に
つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。

松
本
さ
ん
は
、
子
供
た
ち
の
食
生
活
が
乱
れ

て
き
て
い
る
事
に
触
れ「
朝
食
を
食
べ
る
こ
と
、

い
た
だ
き
ま
す
の
あ
い
さ
つ
な
ど
、
今
当
た
り

前
の
食
生
活
が
大
切
な
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
伝

え
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
後
南
小
学
校
の
高
橋
芳
夫
校
長
が
学
校

で
の
生
徒
指
導
や
家
庭
の
役
割
な
ど
に
つ
い
て

話
し
ま
し
た
。

『
昭
和
村
青
年
農
業
者
が
夢
を
語
る
　
知
事

を
囲
ん
で
』
と
題
し
て
、
村
内
の
青
年
農
業
者

７
人
と
小
寺
弘
之
知
事
と
の
懇
談
会
が
７
月
５

日
、村
内
の
赤
城
原
区
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

青
年
農
業
者
は
森
下
中
の
綿
貫
俊
彦
さ
ん
ら

７
人
が
参
加
。
レ
タ
ス
の
収
穫
体
験
を
し
た
後

に
知
事
と
懇
談
し
、
農
業
や
地
域
文
化
に
寄
せ

る
思
い
を
語
り
合
い
ま
し
た
。

懇
談
会
に
先
だ
ち
レ
タ
ス
の
収
穫
体
験
を
し

た
小
寺
知
事
は
、
自
分
で
収
穫
し
た
レ
タ
ス
を

そ
の
場
で
試
食
。
お
い
し
そ
う
に
食
べ
て
い
ま

し
た
。

ま
た
、
懇
談
が
終
わ
る
と
南
小
学
校
で
小
寺

知
事
が
講
演
会
を
実
施
。
村
内
小
学
校
の
児
童

や
そ
の
保
護
者
ら
に
自
身
の
体
験
な
ど
を
話
し

て
い
ま
し
た
。

4

７
月
〜
８
月

宝
く
じ
助
成
事
業
で

き
れ
い
な
お
み
こ
し
に

（
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
に

よ
り
、
貝
野
瀬
区
の
み
こ
し
が

修
理
さ
れ
ま
し
た
。

同
事
業
は
宝
く
じ
の
普
及
と

広
報
を
目
的
と
し
て
、
宝
く
じ

の
収
益
金
を
財
源
に
、
地
域
の

住
民
組
織
に
助
成
す
る
も
の
。

修
理
さ
れ
た
お
み
こ
し
は
、

き
れ
い
な
姿
を
取
り
戻
し
て
い

ま
し
た
。

村
更
生
保
護
女
性
会
（
山
口

ゆ
わ
子
会
長
）で
は
７
月
４
日
、

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
を
実

真剣に話を聞く出席者

青
年
農
業
者
７
人
が
小
寺
知
事
と
懇
談

青
少
年
の
健
全
育
成
を
願
っ
て

知事を囲んで話し合い

きれいになったおみこし

出席者に話しかける松本さん

レタスの収穫に挑戦する知事

子供たちに色々な話をしてくれました

社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
を
実
施



5

味
の
素
フ
ァ
イ
ン
テ
ク
ノ
株
式
会
社
（
本
社
川

崎
市
川
崎
区
、
高
橋
敏
男
社
長
、
資
本
金
３
億

１
、
５
０
０
万
円
）
が
、
昭
和
関
屋
工
業
団
地

で
新
工
場
の
建
設
を
着
工
し
ま
し
た

７
月
４
日
に
は
同
団
地
内
の
建
設
現
場
で
地

鎮
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
社
は
団
地
内
に
約
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
用
地

を
取
得
。
平
成
19
年
春
に
新
工
場
の
稼
働
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

味
の
素
フ
ァ
イ
ン
テ
ク
ノ
は
、
電
子
材
料
、

機
能
化
学
品
を
柱
と
し
て
事
業
展
開
し
て
お

り
、
今
回
の
新
工
場
建
設
は
、
パ
ソ
コ
ン
の
基

盤
に
使
わ
れ
る
層
間
絶
縁
用
フ
ィ
ル
ム
（
Ａ
Ｂ

Ｆ
）
の
原
料
の
需
要
増
に
対
応
す
る
た
め
。
本

社
工
場
に
続
く
第
２
の
生
産
拠
点
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
新
工
場
稼
働
に
向
け
て
、
製
造
技
術

ス
タ
ッ
フ
、
製
造
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
、
経
理
ス
タ

ッ
フ
な
ど
の
採
用
も
始
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

同
団
地
へ
の
企
業
の
進
出
は
キ
ヤ
ノ
ン
電

子
、藤
森
工
業
に
次
い
で
３
社
目
と
な
り
ま
す
。

味
の
素
フ
ァ
イ
ン
テ
ク
ノ
新
工
場
着
工

地鎮祭の様子

施
。
役
場
や
村
内
の
保
育
園
・

小
中
学
校
を
訪
問
し
子
供
た
ち

の
健
全
な
成
長
を
願
っ
て
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
人
形
を
贈
り
ま
し
た
。

これからも頑張ってください

赤城高原ブルーベリーの
森が７月２日開園し、開園
イベントが９日に行われま
した。
あいにくの雨でしたが多

くの観光客が訪れブルーベ
リー狩りを楽しみました。
参加者には手作りのブル

ーベリー大福が振る舞われ
ました。

TOP I C S

ブルーベリー園が開園

上手につけたかな

村づくり協力委員会（横
坂和夫会長）では７月３日、
村総合運動公園南口周辺で
サルビアの植え付けを行い
ました。
このサルビアは吹張の高

橋幸江さんから村に贈られ
たもの。およそ２,０００本
のサルビアがきれいに植え
られました。

総合運動公園にサルビアを

一本一本ていねいに植え付け

村老人会連合会のゲート
ボール大会が７月13日、
村運動公園多目的グランド
で行われました。
１１地区の老人会から２

０チームが参加し、青空の
下、ゲームを楽しみました。
成績は次のとおりです。

優勝　赤城Ｂ、２位　川額
Ａ、３位　糸井南部Ｃ。

青空の下ゲートボール

第一ゲート通過ー

村食生活改善推進員連絡
協議会（阿部須美江会長）
では、赤城林間学園でうど
ん作り講習を行っています。
７月４日には横浜市の小

学校の児童に推進員２人が
うどん作りを指導。初めて
のうどん作りで興味津々の
児童らに、丁寧にうどんの
打ち方を教えていました。

小学生にうどん作りを指導

うどん作りを指導
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新婚さん、金婚を迎えたご
夫妻の登場者を募集していま
す。自薦・他薦は問いません。
皆さんどしどしご応募くださ
い。【問い合わせ】役場企画
課広報統計係1２４－５１１
１（内線３２）

「
子
供
を
育
て
る
の
に
夢
中

で
働
き
ま
し
た
。
マ
イ
ナ
ス

か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
か

ら
本
当
に
苦
労
し
ま
し
た
」

と
話
す
昌
雄
さ
ん
と
ミ
サ
子

さ
ん
。
利
根
村
か
ら
嫁
い
で

き
た
ミ
サ
子
さ
ん
は
、「
昔
は

苦
労
し
ま
し
た
が
、
今
は
昭

和
村
が
本
当
に
良
い
と
こ
ろ

だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
」
と

話
し
ま
す
。

「
趣
味
は
仕
事
」
と
言
う

昌
雄
さ
ん
で
す
が
、
鯉
が
好

き
で
自
宅
の
池
で
鯉
を
飼
っ

て
い
ま
す
。
今
年
初
め
て
鯉

の
稚
魚
が
産
ま
れ
た
そ
う
で
、

「
夕
方
に
鯉
を
見
な
が
ら
す
る

晩
酌
が
何
よ
り
の
楽
し
み
。

〝
彼
女
〞
の
よ
う
に
大
事
に

し
て
い
ま
す
」
と
笑
顔
の
昌

雄
さ
ん
。
ミ
サ
子
さ
ん
の
趣

味
は
踊
り
と
大
正
琴
で
、「
大

正
琴
で
は
師
範
が
取
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
頑
張
り
た
い
で
す
ね
」
と

話
し
ま
す
。

夫
婦
円
満
の
秘
訣
を
た
ず

ね
る
と
「
あ
ん
ま
り
束
縛
し

な
い
こ
と
で
す
か
ね
。
何
か

言
え
ば
反
抗
さ
れ
て
し
ま
い

ま
す
か
ら
」
と
笑
顔
で
ミ
サ

子
さ
ん
。

こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
は
、

「
家
族
み
ん
な
が
大
事
に
し
て

く
れ
る
か
ら
あ
り
が
た
い
で

す
ね
。
健
康
に
気
を
つ
け
て

生
き
て
い
き
た
い
で
す
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。 小笠原　昌　雄さん (78歳)

ミサ子さん (73歳)
・鎌沢

「
家
族
み
ん
な
が
大
事
に
し
て
く
れ
ま
す
」 （昭和31年12月21日入籍）

楽
し
み
に
し
て
い
る
の
で

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い

自
分
が
写
真
に
写
っ
て
い
な

く
て
残
念
で
し
た
。
で
も
仲
の

良
い
友
達
が
写
っ
て
た
の
で
嬉

し
か
っ
た
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
楽
し
み
に
し
て

い
る
の
で
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
Ｙ
・
Ｉ
）

屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
の

取
り
付
け
を

日
本
列
島
各
地
で
長
雨
・
集

中
豪
雨
の
被
害
が
見
ら
れ
ま

す
。
私
た
ち
昭
和
村
も
住
民
の

生
命
・
財
産
を
い
つ
お
そ
わ
れ

る
か
不
安
で
す
。
不
意
に
お
そ

っ
て
く
る
災
害
。
各
行
政
区
に

数
か
所
屋
外
に
て
ス
ピ
ー
カ
ー

で
住
民
に
知
ら
せ
る
装
置
が
取

り
付
け
ら
れ
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
Ｔ
・
Ｋ
）

みなさんからの
お便りを

お待ちしてます。
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私
は
今
、
昭
和
村
第
一
保
育
園
で
働
い
て
３
年
目
に
な
り
ま
す
。

子
供
た
ち
と
共
に
過
ご
す
時
の
中
で
、
私
自
身
子
供
た
ち
か
ら
教

え
ら
れ
る
事
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
・
・
・

私
た
ち
が
何
気
な
く
踏
み
歩
く
砂
一
つ
に
し
て
も
、
子
供
の
目

線
の
先
に
は
キ
ラ
キ
ラ
光
る
石
が
あ
る
。
す
る
と
、
一
つ
ひ
と
つ

丁
寧
に
拾
い
集
め
、

「
ほ
ら
宝
石
♪
」
と
小
さ
な
手
の
ひ
ら
い
っ
ぱ
い
の
宝
石
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
て
く
れ
ま
す
。

私
が
「
あ
り
が
と
う
ね
」
と
言
う
と
、

「
ど
う
い
た
し
ま
し
て
♪
」
と
誇
ら
し
げ
に
ま
た
遊
び
に
夢
中
に
な

り
ま
す
。

「
あ
り
が
と
う
」
は
、
子
供
も
大
人
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
言

葉
。
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
、
大
人
か
ら
子
供
へ
伝
わ
っ
て
い
く

ん
だ
ろ
う
な
と
感
じ
ま
す
。

そ
ん
な
温
か
い
言
葉
が
私
は
大
好
き
で
す
。

◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇

次
回
の
登
場
者
は
、
根
岸
由
美
さ
ん
（
23
歳
・
滝
久
保
）
で
す
。

温
か
い
言
葉青 木 美 沙 さん

(入原上・23歳)

昭和の秋まつりを１０月１日に開催します。

今年も５,０００人分のこんにゃく大鍋をはじめ、キャラクターショー、ゲーム大会など盛りだくさんの

内容です。

この他にも大抽選会や様々なイベントが行われますので、当日はぜひ会場に足を運んでください。

■日　　　時 １０月１日（日）午前１０時～午後４時

■場　　　所 村総合福祉センター駐車場

■問い合わせ 昭和の秋まつり実行委員会事務局（役場企画課内） ℡２４－５１１１

昭和の秋まつりを10月１日に開催！
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■
日
時

８
月
19
日
（
土
）
午
後

２
時
〜
４
時

■
場
所

村
公
民
館

■
費
用

無
料

■
対
象

幼
児
、
小
学
生
、
大
人

■
定
員

20
人

■
用
意
す
る
物

タ
オ
ル
、
飲
み

物
な
ど

■
申
込

教
育
委
員
会
事
務
局

1
２
４
―
５
１
２
０

衛
生
自
治
会
で
は
古
タ
イ
ヤ
・

使
用
済
み
バ
ッ
テ
リ
ー
を
回
収
し

ま
す
。
古
タ
イ
ヤ
・
使
用
済
み
バ

ッ
テ
リ
ー
の
処
分
に
困
っ
て
い
る

人
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
期
日

８
月
27
日
（
日
）

■
時
間
・
場
所

午
前
８
時
30
分

〜
11
時
30
分
・
村
資
源
物
保
管
場

（
旧
村
最
終
処
分
場
内
）

■
費
用

タ
イ
ヤ
一
本
に
つ
き
次

の
表
の
と
お
り
に
な
り
ま
す
。

使
用
済
み
自
動
車
用
バ
ッ
テ
リ

ー
に
つ
い
て
は
、
無
料
で
回
収
い

た
し
ま
す
。

■
注
意
点

工
業
用
バ
ッ
テ
リ
ー

（
自
家
発
電
用
）
は
回
収
い
た
し

ま
せ
ん
。
古
タ
イ
ヤ
は
種
類
・
金

額
の
確
認
を
し
て
、
つ
り
銭
の
い

ら
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
（
消

費
税
は
内
税
で
す
）。

８
月
10
日
は
道
の
日
で
す
。
道

路
美
化
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
な
ど
の
道
路
構

造
物
は
道
路
管
理
者
が
管
理
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
・
縁
石
な
ど
を

移
動
さ
せ
た
い
と
き
に
は
建
設
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
側
溝
の
ふ
た
を
新
設
し

た
い
場
合
は
自
己
負
担
に
な
り
ま

す
。子

育
保
育
園
で
は
、
８
月
１
日

か
ら
「
一
時
保
育
」「
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

一
時
保
育
と
は
、
家
庭
で
の
保

育
が
一
時
的
に
困
難
と
な
る
場
合

に
乳
幼
児
の
保
育
を
行
う
も
の
。

一
時
的
に
困
難
な
時
と
は
、
病

気
・
災
害
・
事
故
・
出
産
・
介

護
・
冠
婚
葬
祭
の
緊
急
時
や
保
護

者
が
育
児
に
伴
う
心
理
的
・
肉
体

的
負
担
を
解
消
す
る
た
め
に
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
た
い
時
な
ど
で
す
。

親
子
和
太
鼓
体
験
教
室

教
育
委
員
会
事
務
局
　
内
線
53

古
タ
イ
ヤ
・
バ
ッ
テ
リ
ー
を

８
月
27
日
に
回
収

産
業
課
　
内
線
28

８
月
10
日
は
道
の
日
で
す

建
設
課
　
内
線
37

一
時
保
育
・
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
開
設

子
育
保
育
園

軽・普通自動車用タイヤ　※ホイール付き
10～13インチ

14～18インチ

200円

300円

※400円

※500円

4WD用タイヤ　　　　　　※ホイール付き

215－15 400円 ※600円

トラック用タイヤ　　　　　※ホイール付き

15～16インチ 500円 ※800円

大型タイヤ　　　　　　　　※ホイール付き

20インチ以上 1,200円から

心身障害児（者）生活サポート事業スタート
村では、在宅で心身障害児（者）を介護している保護者が、

病気・冠婚葬祭・事故・出張・学校などの公的行事への参加で
一時的に家庭での介護が困難になったとき、登録介護者に介護
をお願いできる制度「生活サポート事業」を始めます。
これに伴い、生活サポート事業の登録介護者を募集します。

■必要な資格 保育士、社会福祉士、社会福祉主事、介護福祉
士、保健師、看護師、准看護師、理学療法士、教諭、作業療法
士、ホームヘルパーなどの資格
■介護内容 食事、排せつ、衣類脱着、入浴などの介護
■介護対象者 在宅の知的障害児（者）、身体障害児、６５歳
未満の重度身体障害者
■預かり場所 対象者または介護者の自宅

■問い合わせ 役場保健福祉課　℡２４－５１１１（内線２５）
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■もんだい
今年も村内各地で夏まつりが開催さ
れました。威勢よく地区内を練り歩く
おみこしは夏の風物詩ですね。
では、問題です。今年村内で渡御を
行った大人みこしは何基だったでしょ
うか？

s村に住んでいる人・勤めている人ならどなた
でも応募できます。s賞品＝正解者の中から抽選
で図書券500円分を差し上げます。s締め切り＝
８月31日(木)。s発表＝９月号「広報しょうわ」。
s答えは必ずハガキに書き、下記要領で応募して
ください。

u７月号のクイズの答えは、「14人」でした。
応募総数は６通。当選者は次のとおりです
(敬称略)。おめでとうございます。

こたえ
住所(行政区も)
氏名・年齢
TEL
投稿欄…広報でと
りあげてほしいこと
や気がついたことな
ど書いてください。

37 9 1 2 9 8切
手 昭

和
村
大
字
糸
井
三
八
八

昭
和
村
役
場

企
画
課

広
報
統
計
係

サ
ッ
カ
ー
も
巨
人
も
散
り
て
部
屋

ぬ
ち
に
誰
見
る
も
な
き
画
像
が
騒

ぐ
　
　
　
　
　
　
　
今
井
恭
三
郎

新
し
き
鎌
も
野
山
も
み
な
ま
ぶ
し

今
年
は
じ
め
て
地
下
足
袋
を
履
く
　

新
木
　
武
治

写
し
出
す
吾
が
脳
血
管
の
配
置
図

は
左
右
対
称
神
技
の
如
　
　
　
　
　

堀
沢
　
　
進

風
吹
け
ば
か
ま
ど
の
薪
の
燃
え
盛

り
大
鍋
の
蕗
は
に
が
き
香
た
た
す
　

板
橋
き
み
江

物
置
に
埃
被
り
し
竹
籠
あ
り
亡
母

の
背
当
り
て
曲
が
り
し
ま
ま
に
　
　

諸
田
　
義
幸

み
わ
た
せ
ど
め
ぐ
り
の
畑
に
小
麦

播
く
は
た
っ
た
二
軒
と
な
り
て
し

ま
ゐ
ぬ
　
　
　
　
　
倉
沢
美
代
子

笹
竹
に
重
た
き
ほ
ど
の
願
ひ
事
さ

が
り
て
デ
イ
ケ
ア
の
七
夕
ま
つ
り
　

諸
田
　
洋
子

迫
り
来
る
鉛
色
の
雲
見
上
げ
つ
つ

汗
し
て
取
り
込
む
洗
濯
物
を
　
　
　

高
橋
　
洋
子

嘆
き
夛
き
な
り
わ
い
な
れ
ど
思
い

出
と
な
れ
ば
老
に
入
る
我
を
あ
た

た
む
　
　
　
　
　
　
中
村
　
敏
子

◆
◆
◆

広
報

文
芸
◆
◆
◆

短
　
歌

俳
　
句

初
蛙
田
毎
に
水
の
張
り
つ
め
て

金
井
　
粂
子

帰
る
子
に
筍
飯
を
に
ぎ
り
け
り

真
下
　
章
子

遠
く
き
く
般
若
心
経
柿
若
葉

杉
木
　
哲
二

夕
焼
け
が
田
水
に
写
り
し
梅
雨
近

し
　
　
　
　
　
　
　
花
茂
　
喜
右

一
村
の
生
き
ゆ
く
あ
か
し
菜
も
熟

る
る
　
　
　
　
　
　
林
　
　
町
子

梅
雨
空
に
病
妻
か
か
え
す
べ
て
憂

し
　
　
　
　
　
　
　
坂
田
　
保
男

梅
雨
入
り
を
計
り
て
今
日
の
畑
を

打
つ
　
　
　
　
　
　
大
河
原
一
郎

対
湯
呑
遺
影
の
妻
に
新
茶
汲
む
　
　

狩
野
　
亀
男

★伊　藤　征　弘　 ( 10 歳)
★保　坂　悦　子　 ( 26 歳)
★眞　崎　　　瞳　 ( 14 歳)

長者久保
森 下 下
入 沢

応募規定

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

子
供
と
保
護
者
と
保
育
士
が
一
緒

に
遊
ん
だ
り
、
育
児
相
談
や
子
育

て
サ
ー
ク
ル
の
支
援
を
し
た
り
し

ま
す
。

一
時
保
育

■
対
象
者

村
内
に
住
む
生
後
６

か
月
〜
就
学
前
の
乳
幼
児

■
利
用
で
き
る
日

月
曜
日
〜
土

曜
日
（
保
育
園
の
開
所
時
間
内
）

■
費
用
（
１
日
に
つ
き
）

６
か

月
〜
２
歳
・
２
　
０
０
０
円
、
３

歳
〜
６
歳
・
１
　
５
０
０
円

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者

村
内
に
住
む
子
育
て

家
庭

■
利
用
で
き
る
日

月
曜
日
〜
土

曜
日
（
保
育
園
の
開
所
時
間
内
）

■
費
用

無
料

■
問
い
合
わ
せ

子
育
保
育
園

1
２
４
―
６
０
２
３

国
民
年
金
の
保
険
料
に
は
、
一

定
期
間
の
保
険
料
を
ま
と
め
て
納

め
る
こ
と
が
で
き
る
前
納
制
度
が

あ
り
ま
す
。
前
納
す
る
と
保
険
料

が
６
か
月
で
６
８
０
円
割
引
に
な

り
ま
す
。

現
金
で
の
納
付
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、「
国
民
年
金
保
険
料
納
付

案
内
書
」
に
付
い
て
い
る
下
期
の

納
付
書
（
平
成
18
年
10
月
分
〜
19

年
３
月
分
）
を
使
用
し
て
、
10
月

31
日
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
口
座
振
替
で
６
か
月
分

の
保
険
料
を
前
納
す
る
と
、
さ
ら

に
２
６
０
円
お
得
で
す
。
口
座
振

替
で
保
険
料
の
前
納
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
８
月
末
日
ま
で
に
金
融

機
関
・
郵
便
局
ま
た
は
社
会
保
険

事
務
所
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

お
申
し
出
の
際
に
は
、
①
預
貯
金

通
帳
、
②
預
貯
金
通
帳
届
出
印
、

③
基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
も
の

（
年
金
手
帳
、
国
民
年
金
保
険
料

納
付
書
な
ど
）
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。な

お
、
保
険
料
を
前
納
し
た
期

間
中
に
、
就
職
し
て
厚
生
年
金
に

加
入
す
る
な
ど
の
理
由
に
よ
り
国

民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
必
要
が

な
く
な
っ
た
場
合
に
は
、
そ
れ
以

降
の
期
間
の
保
険
料
は
還
付
さ
れ

ま
す
。

く
わ
し
く
は
渋
川
社
会
保
険
事

務
所
1
０
２
７
９
―
２
２
―
１
６

１
１
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

国
民
年
金
保
険
料
を

前
納
で
き
ま
す

，，



おまわりさんからのお知らせ

防災週間の実施について
８月30日（水）～９月５日（火）は防災週間です

例年、この時期は台風が上陸

することが多く、全国各地で大

きな被害がもたらされています。

災害から身を守るため、次の

点に注意してください。

○普段から準備をしておきまし

ょう（非常持ち出し品の点検、

災害時の連絡方法や避難場所）

○テレビ・ラジオの気象情報に

注意しましょう

○危険を感じたら、警察や消防

に通報、安全な場所に避難し、

避難勧告・指示に従い素早く避

難しましょう

太
田
産
業
技
術
専
門
校

▼
内
容

生
活
設
計
・
自
己
分

析
・
履
歴
書
の
書
き
方
・
面
接
の

受
け
方
な
ど
就
職
活
動
に
役
立
つ

講
習
会
、
参
加
者
同
士
の
グ
ル
ー

プ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
個
々
の
参
加

者
の
事
情
に
応
じ
た
キ
ャ
リ
ア
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と
仕
事
探
し
（
求

人
開
拓
と
就
職
あ
っ
せ
ん
）
な
ど

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
最
長
４
か

月
間
、
集
中
的
に
就
職
活
動
を
支

援
し
ま
す
。

▼
対
象
者

お
お
む
ね
35
歳
以
上

の
求
職
者

▼
定
員

各
会
場
と
も
12
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
書

類
・
面
接
選
考
に
よ
り
参
加
者
を

決
定
。
長
期
求
職
中
の
方
や
扶
養

家
族
の
あ
る
方
な
ど
支
援
の
必
要

性
が
高
い
方
を
優
先
し
ま
す
。

▼
費
用

無
料

▼
申
込
期
間

８
月
７
日
（
月
）

〜
９
月
６
日
（
水
）

▼
申
込
方
法

所
定
の
申
込
用
紙

▼
申
込
用
紙
配
布
場
所

役
場
、

行
政
事
務
所
、
県
庁
労
働
政
策
課
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ

県
庁
労
働
政
策

課
　
1
０
２
７
―
２
２
６
―
３
４

０
６

「
ひ
ま
わ
り
の
会
」
は
〝
が
ん
〞

1 0

夏休み自由研究
子育てガイド

〃

８月19日(土)
９月２日(土)

16日(土)

期　　日 特　集

第１・３土曜日は
公民館図書室へ

■時間 午前10時～午後２時

■小学生向けの特集

８月　昆虫と遊ぶ本　

９月　運動会の絵本

■問い合わせ 村教育委員会

事務局1２４－５１２０

こ
こ
ろ
の
不
安
や
悩
み
を
も
つ

方
の
、
電
話
相
談
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時

９
月
17
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
３
時

▼
対
象

ど
な
た
で
も

▼
相
談
員

精
神
科
医
・
ケ
ー
ス

ワ
ー
カ
ー
な
ど

▼
費
用

無
料

▼
専
用
電
話

1
０
２
７
―
２
９

０
―
２
９
２
０

▼
日
時

８
月
22
日
（
火
）
午
後

１
時
〜
４
時
30
分

▼
場
所

利
根
沼
田
県
民
局

▼
目
的

障
害
者
本
人
・
保
護

者
、
支
援
者
、
行
政
担
当
者
と
特

殊
学
校
職
員
が
一
堂
に
会
し
、
お

互
い
に
情
報
を
交
換
・
共
有
を
す

る
こ
と
で
生
活
支
援
や
就
労
支
援

を
円
滑
に
行
う
。

▼
対
象
者

○
養
護
学
校
在
学
生

と
卒
業
生
及
び
そ
の
保
護
者
、
○

障
害
の
あ
る
人
及
び
そ
の
保
護

者
、
○
福
祉
施
設
や
作
業
所
の
利

用
に
つ
い
て
興
味
の
あ
る
人
○
自

立
支
援
法
施
行
後
の
福
祉
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
興
味
の
あ
る
人

▼
問
い
合
わ
せ

県
立
榛
名
養
護

学
校
沼
田
分
校
　
1
３
０
―
３
０

３
０「

何
度
採
用
面
接
に
行
っ
て
も

断
ら
れ
て
し
ま
う
」、「
一
人
で
の

就
職
活
動
に
限
界
を
感
じ
る
」
な

ど
、
就
職
に
つ
い
て
お
悩
み
の
中

高
年
の
方
の
就
職
活
動
を
支
援
し

ま
す
。

▼
日
程

10
月
か
ら
来
年
１
月
ま

で
　
最
長
４
か
月
間
（
出
席
す
る

の
は
15
日
程
度
）

▼
会
場

【
中
部
・
吾
妻
・
利
根

沼
田
地
域
】
県
渋
川
合
同
庁
舎
、

【
西
部
地
域
】
県
立
高
崎
産
業
技

術
専
門
校
、【
東
部
地
域
】
県
立

くらしの
情　報
広く村民の皆さんに呼びか
けたいことがありまし
たら、このページを
ご利用ください。

中
高
年
の
再
就
職
を
き
め

細
や
か
に
サ
ポ
ー
ト

◆
県
労
働
政
策
課

こ
こ
ろ
の
相
談

◆
県
精
神
保
健
福
祉
協
会

地
域
生
活
支
援
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
お
知
ら
せ

◆
県
特
殊
学
校
長
会

が
ん
電
話
相
談
の
お
知
ら
せ

◆(

財)

群
馬
県
健
康
づ
く
り
財
団

▼
お
知
ら
せ



そうだんがいど

家庭内や隣近所のもめごとなど
でお悩みの人は、ご相談ください。
村人権擁護委員が相談に応じま
す。◆日時：９月７日（木）、午
後１時30分～４時、◆会場：役
場会議室。

高血圧や糖尿病などでお悩みの
人は、ご相談ください。役場保健
師が相談を受けます。◆日時：８
月31日（木）、午後１時～４時、
◆場所：村保健センター1２４－
５１４２。

「眠れない」、「イライラして落
ち着かない」など、心に悩みを持
つ人はご相談ください。専門家が
相談に応じます。◆日時：９月
１日（金）、午後１時30分～（事前
に電話予約を）、◆会場：沼田保
健福祉事務所1２３－２１８５。

パートナーからの暴力やさまざ
まな悩みを持っている女性の相談
や支援を行います。◆日時：平日
午前９時～午後８時、土日祝日午
後１時～５時◆相談専用電話1０
２７－２３１－４４８８

国民健康保険税３期、固定資産

税２期、村県民税２期、介護保険

料３期は８月３１日（木）が納期

です。完納にご協力ください。

今・月・の・納・期

こころの相談

女性相談センター

健康相談

特設人権相談所

1 1

７
月
届
出
分

う
ぶ
ご
え

わが村の人口

人　口　7,890人　(＋４)
男　　3,896人　(＋４)
女　　3,994人　(±０)

世帯数　2,235人　(＋３)
※（ ）内は前月比

８月１日現在（住民基本台帳人口）

※
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
方
は
、

届
出
の
際
に
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。

赤
　
谷
・
　
橋
　
快か

い

斗と

く
ん

さ
ん
の
子
６
月
26
日
生

赤
　
谷
　
ダ
エ
フ
カ
ズ
ミ
ジ
ョ
コ
く
ん

さ
ん
の
子
６
月
30
日
生

大
河
原
　
飯
塚
　
英ひ

で

虎と
ら

く
ん

さ
ん
の
子
７
月
１
日
生

入
原
下
　
堤
　
ひ
ま
り
ち
ゃ
ん

さ
ん
の
子
７
月
３
日
生

大
　
堀
　
千
田
　
伊い

吹ぶ
き

く
ん

さ
ん
の
子
７
月
12
日
生

大
河
原
　
紀
陸
　
耕こ

う

平へ
い

く
ん

さ
ん
の
子
７
月
13
日
生

南
内
出
　
石
井
　
　
聖

こ
う
き

く
ん

さ
ん
の
子
７
月
21
日
生

橋
凛り

ん

太た

郎ろ
う

く
ん

さ
ん
の
子
７
月
22
日
生

□
お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

永
井
下
・
狩
野
　
克
巳
さ
ん

86
歳
　
７
月
23
日
没

橡
久
保
南

新
木
　
喜
作
さ
ん

82
歳
　
７
月
24
日
没

橡
久
保
北

林
　
　
の
ぶ
さ
ん

82
歳
　
７
月
28
日
没

滝
　
寺
　
米
田
万
亀
雄
さ
ん

75
歳
　
７
月
28
日
没

■
ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

お
く
や
み

宣
　
明

奈
々
子

森
下
中
　
植
田
　
麻あ

さ

斗と

く
ん

さ
ん
の
子
７
月
22
日
生

森
下
上
　
真
下
　
大た

い

河が

く
ん

さ
ん
の
子
７
月
23
日
生

三
ツ
谷
　
藤
原
　
汐し

音お
ん

く
ん

さ
ん
の
子
７
月
24
日
生

根
　
岸
　
福
田
　
悠ゆ

う

大だ
い

く
ん

さ
ん
の
子
７
月
26
日
生

藤
　
井
　
小
林
　
里り

駆く

く
ん

さ
ん
の
子
７
月
27
日
生

浩
　
二

智
　
美

賢
　
一

和
　
恵

雄
　
司

優
　
子

保
真
理
子

成
　
人

め
ぐ
み

拓
　
也

正
　
江

昭
　
雄

文
　
枝

ダ
エ
フ
エ
ド
ワ
ル
ド
ミ
コ

ガ
バ
ス
マ
リ
セ
ル
オ
ロ
ビ
ダ

真
　
一

順
　
子

洋
　
平

聖
　
子

亮
千
　
尋

を
克
服
し
た
人
た
ち
の
会
で
す
。

こ
の
会
で
は
、
闘
病
生
活
や
療

養
後
の
生
活
の
あ
り
方
を
お
互
い

の
体
験
を
も
と
に
語
り
合
い
な
が

ら
、
不
安
や
焦
り
を
解
消
し
、
励

ま
し
合
う
場
と
す
る
と
と
も
に
、

〝
が
ん
〞
を
克
服
し
た
生
き
証
人

と
し
て
、
が
ん
撲
滅
の
た
め
の
活

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

９
月
の
「
が
ん
征
圧
月
間
」
で

は
、
活
動
の
一
環
と
し
て
、
会
員

及
び
医
師
・
保
健
師
・
看
護
師
に

よ
る
無
料
の
「
が
ん
電
話
相
談
」

を
実
施
し
ま
す
。

▼
相
談
日

９
月
15
日
（
水
）
・

16
日
（
木
）
・
17
日
（
金
）
午
前

10
時
〜
午
後
３
時

▼
電
話
番
号

1
０
２
７
―
２
６

９
―
７
８
０
４
（
直
通
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

（
財
）
群
馬

県
健
康
づ
く
り
財
団
業
務
部
企
画

普
及
課
　
1
０
２
７
―
２
６
９
―

７
８
１
１

『
地
域
人
と
し
て
の
生
き
方
を

探
る
　
〜
と
も
に
学
ぶ
・
育
む
キ

ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
講
座
〜
』

退
職
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
増
加
、

人
口
減
少
、
余
暇
時
間
の
増
大
な

ど
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
は
自
分

な
り
の
生
き
方
を
描
き
、
実
践
す

る
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

自
ら
の
こ
れ
ま
で
の
生
き
方
を

振
り
返
り
、
地
域
づ
く
り
を
担
う

地
域
人
と
し
て
の
生
き
方
を
探
っ

て
み
ま
せ
ん
か
？

こ
の
講
座
を
と
お
し
て
、
地
域

で
の
自
分
の
生
き
方
・
活
か
し
方

が
見
え
て
く
る
は
ず
で
す
。

▼
講
師

高
崎
経
済
大
学
地
域
政

策
学
部
地
域
づ
く
り
学
科
　
助
教

授
　
櫻
井
常
矢
先
生

▼
日
時

９
月
21
日
、
28
日
、
10

月
５
日
、
20
日
、
26
日
、
11
月
２

日
　
計
６
回
　
午
後
７
時
か
ら
９

時
ま
で

▼
場
所

利
根
沼
田
県
民
局

▼
内
容

自
ら
の
生
き
方
を
振
り

返
り
、
こ
れ
か
ら
の
自
分
を
描
く

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
地
域
人
と
し

て
の
生
き
方
に
関
す
る
講
義
な
ど

▼
受
講
資
格

利
根
郡
・
沼
田
市

に
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人

▼
受
講
料

無
料

▼
定
員

30
人

▼
申
込

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー

ル
で
９
月
12
日
（
火
）
ま
で
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

メ
ー
ル
の
場
合
は
、
講
座
名
・
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
職

業
・
電
話
番
号
を
記
入
し
て
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ

利
根
教

育
事
務
所

1
２
３
―
０
１
６
５
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
２
３
―
０
１
８
０
、
メ
ー

ルtonekyou@
pref.gunm

a.jp

ぐ
ん
ま
県
民
カ
レ
ッ
ジ
受
講

生
募
集

◆
利
根
教
育
事
務
所

明
日
香

朴
　
哲

松
ノ
木

平
第
一




